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に評価する。具体的には， 15個の属性(各視点ごとに 5 個の属性)を新たに導入して，それらの値を引数とする評価
関数によってメトリクスの値を決定している D オブジェクト指向プログラミング言語C++を対象として，各属性を































タクス，継承，インタラクションの 3 つの視点からプログラムを評価することを試みる。具体的には， 3 つの各視点
毎に 5 個のプログラムの属性を導入し，それらの属性値を引数とする評価関数によってメトリクスの値を求めている。
更に， ソフトウェアメトリクスとしての必要条件を満たすことを，いわゆる Weyuker の性質を用いて証明した。一







フレームワークを定義すると共に，その基本的な手続きを与えているo なお，これらの基本的な手続きは 3 種類の表
に基づいて定められているため， ソフトウェア開発現場への導入が容易に行える。更に，電気ポットとエレベータ制
御用プログラムの開発事例に適用して，提案する安全性検証技法の有効性を確認している。
以上のように本論文ではオブジェクト指向プログラムの複雑さを測るメトリクスを提案することによってオブジェ
クト指向によるソフトウェア開発の正当性に関わる品質向上技術の開発に大きく貢献すると共に，オブジェクト指向
設計仕様書の安全性検証技術を提案することによってシステムの設計レベルでの安全性に関わる品質の実用的な意味
での確保を可能にしている。これらの成果はオブジェクト指向設計による大規模システムの開発技術に大きな進歩を
もたらすものであり，本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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